
『Munimatalarpkara』 に つ い て

磯 田 煕 文

本書 『Munimatalarpkara』(東 北(D)No. 3903, 北 京(P)No. 5299)の 著 者 で あ

るAbhayakaragupta(Hjigs-med bbyuh-gnas sbas-pa)は, Pala王 朝 のRamapala

王 の時代即 ち十一世紀末 か ら十二世紀 にかけて活躍 した代表 的な仏教 僧の一 人 と

して知 られてい る1)。

この意味 で, そ の著作 は, イ ン ド仏教末期 の状況 や流れ, 更 に また, チ ベ ッ ト

仏教 に与 えた影響 とい う点 で も, 貴 重 な資料 を提供 す る。

彼 の伝記 に 関 して, Gshon-nu dpal(A. D. 1392-1481)の 『Deb-ther shon-po』2)

に は,

1) 彼 の mandala 儀 軌 の著作 は, Jhanapadaの 系統 に属 す るとい うこと,

2) あ る伝承 では, 彼 はMahjukirtiと 共 にNaro-paの 弟 子であつた と伝え られ

ること3),

3) 彼 は, Bodhibhadraの 三 人 の弟子 の一人 であつたといわれ ること,

4) 彼 は, 波 羅 蜜, 真 言 両道 を通 して, 迷 い誤 りのない理解 の心を持つてお り,

Sau-ri-paな ど 自分の師の言葉に もか ゝわ らず, 女 性を伴つ た, 所 謂大 印悉 地

(mahamudra-siddhi)は 行 なわず, そ のかわ りに, 夢 の中に現 われたVajrayogini

の勧 めに随 つて タン トラに対 す る注解 を造 つた こと,

な どが述 べ られ てい る。

また, Taranatha(A. D. 1575生)の 『Bkahdbab bdun ldan』4)に よれ ば, 彼 の

父 のカース トはksatriya, 母 は brahmapa で あ り, 幼 少 よ り Veda を は じめ 多

くの学問 を身 につけ, tirthika の タ ン トラな ども学んだ といわれ る。 その後, 仏

教喩伽 者の友 人に勧 め られて仏 教徒にな り, す べ て の 経, タ ン トラに精 進 し, 

vinayadhara (持律者)と して も名が知 られる ように なる。 ある時期 に, 墓 地 で瞑

想 していたが, そ の後, Ramapala王 の妃 によつ て寄進 された僧院 に住む こ とに

な る。 それ か らまた, 墓 地 に住 していた時 に, あ る名門の家 の子供 の命 を蘇 らせ

て, そ の力に よつて尊敬 を得, Vajrasana (金剛座)の Upadhyaya と して迎 え ら

れ, 数 々の神通 を も行 つた, と いわれ る。更 に, Nalanda, Vikramasila 学 問寺 の

upadhyaya と して も迎 え られ, Ramapala 王 は 彼を 自分の guru と して尊敬 した,
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とも云われ る。 また, これ らの伝承 の間 に, 数 回, Vajrayogini(こ ゝでは, Vajra-

varahi) が少 女 に身 を変 えて, Abhayakaragupta と の siddhi の 成 就を懇請 した け

れ ども, 彼 は梵行 を持 してそれ を受 けなかつた とい うことが, 『Deb-ther shor-po』

と同様 に述 べ られてい る。 こ ゝに, Abhayakaragupa の梵 行者 として の態度 を伺

い知 ることがで きる。

さて, デ ル ゲ版 チベ ッ ト大蔵 経には, 彼 に帰せ られ る著作 として二十二書が収

め られてい る。 タン トラ部 に, 『Sarpputa-tantra』(D. No. 381, P. No. 26)の 注 解

であ るrAmnayamanjari』(D. No. 1198, P. No 2328), rBuddhakapala-tantra』(D.

No. 424, P. No. 63)の 注 解 で あ る 『Abhaya-paddhati』(D. No. 1654, P. No. 2526),

『Vajravali』(D. No. 3140, P. No. 3961)5), 『Nispannayogavali』(D. No. 3141, P. No.

3962)6)等 の 十九書, 般 若部 に 『八千頗般若』(D. No. 10, P. No. 732)の 注 解 ・『Ma-

rumakaumudi』(D. No. 3970, P. No. 5365)の 一 書, 中観 部に, こ ゝで取 りあ げ る

『Munimatalamkara』 と 『Bodhisattvasarpvaragrahapa-vidhi』(D. No. 3786, P. No.

5184)の 二 書で ある。北京版チベ ッ ト大蔵経 には, タ ン トラ関係 の ものば か りで

あるが, 更 に, 七 書 が加 え られ てい る7)。

そ こで, こ ゝで は, 彼 の代表的 な著作 の一つで あるrMunimatalamkara』 に つ

いて, そ の内容 の特色 を明 らかに してい くとい う目的 の もとに, そ の一端 を明 ら

かに したい。

本書 は, 四 つ の章 に分 け られ, デル ゲ版 で二百二十枚 ほ どの もの で8), 中 観 部

に含 め られてい るが, また一方, Tsoh-kha-paの 『Gser-phreh』 に, 『Abhisama-

yalarpkara』(D. No. 3786, P. No. 5184)関 係 の注釈二十一書 の一 つに, この書 を挙

げてい る9)。 それ は, 例 えば, 次 に 引 く文章 に よつて も了解す る ことが で き る。

先ず, 第 一章"菩 提心 を明 らかにす る章"の 終 りには, 「大乗の 自性 は 一乗 で あ

り, 一 切法 は勝義 として無 自性 である と成立す る。 それ はま さに仏母, 般 若波羅

蜜 であ り, 更 に, 空 と悲 が無 区別 の, 勝 義菩提 心であ る」10)と述 べ られ, 第 二章

"菩 提心 の修習 を明 らか にす る章"の 最後 には, 「菩提 心の修 習は, 次 第 に, 二 十

二 心を起 す ことであ る(即 ち, これは 『Abhisamayalalpkara』 の 二十二種の発 心11)で

ある)」12)と述 べ られ, 更 に, 第 三 章“八 現観 を明 らか にす る章”の 最 初 に は, 

「(この)二 十二種 の発 心が まさに大乗 であ り, 果 を伴 つた菩薩道 であ り, そ れは

また, 般 若波羅 蜜に他な らない, そ してそ れ は, 一 切相智性(sarvakarajnata)等

の 八現 観であ る」13)と述 べ られ, 第 四章“徳 を明 らか にす る章”の 最後 に, rNa-

garjunaとAryavimuktasena等 に依 つて, 疑 いな く, 私 は徳 の一 部分 のみを述 べ
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た」14)旨を記している。これらの文に, Abhayakarapupta の(少 くと も波羅蜜大

乗についての)仏 教観のおさえ処が何処にあるかを伺 うことができる。

さて, 第一章の主題は, 前述の如 く, 菩提心を明らかにすることにあるが, そ

の最初に, 菩薩の律儀の受持儀軌と行を述べているので, この部分について, そ

の内容を眺めてみたい。

先ず最初に, 根の勝れた者が菩薩律儀を自性とする菩提心を発するとい うこと

は, 要約的に云えば, “仏・法 ・僧即ち色身と法身と不退転の菩薩の僧伽 とに帰

依 して, 自身が正等覚者となり, このすべての世間を苦から解放 して正等覚者の

位に導かん”と 心を発することであるとして, この律儀の受戒作法を述べること

から論が始められる。

まず, 受戒作法 のは じめに, 『Katagara-sutra』(D. No. 332, P. No. 998)15)に則

つて, mandala をつ くる等の準備を行な うべきである, と云われる。先に, 四角, 

半月形, 円形, 車形のmandalaを 北倶盧などの四洲に配する等である。

 次いで, 「律儀に住 して, 受持する律儀を知 つてい る, 新 しい(gsar-bu)在 家

の外貌を持つたguruか ら受けるべきである。その様 な人がいない場合には, 

仏 ・菩薩が現前に住していると作意して受持すべきである」16)とす る。受 戒作法

の内容は, 1. “菩薩の浄戒を授けられんことを”, と請 う, 2. 臓悔, 3. 三宝帰

依, 4. 発菩提心, 5. 善根を利他のために廻向する, 6. 六波羅蜜 と善 巧方便 を

修習することの誓約, 7. “guruあ るいは仏 ・菩薩が自分を菩薩として摂受せん

ことを”, と, 各三回ずつ唱える, とい うもので あるが, 「(これは,)『菩薩蔵』

等に説かれる儀軌であり, 利根の菩薩はこれによつて菩薩戒を受けるのである」

とい う。なお, この受戒作法の内容 は, Bodhibhadra の 『Bodhisattvasamvaravi-

dhi』(D. No. 3967, P. No. 5362)に ほとんど同文の対応が見 られる。

中根の者は, 善友に遇 う等の縁から, 同様二に, 尽寿の優婆塞律儀(や 別解脱律

儀)等 いずれでもよい, それ らを先に持 して, 菩薩律儀を受けさせる。鈍根の者

も同様である。

なお, 優婆塞律儀について, 三帰のそれ と三帰の後に五戒を受けるそれ との二

種のあることを, 律所説として付 している。

更に, 八斉戒の受戒を説明しているが, これは云 うまでもな く戒体が一昼夜に

限られ, また六乃至四斉 日と神変月に行われる在家者の戒であ るが, Abhayaka-

raguptaは, それと共に, こゝに尽寿の八斉戒を“Go-miの 律儀”と して伝えて
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い る。北 京版 の 『Munimatalarpkara』 の割注 には, そ の典拠 として, 『大宝積経』

の 「大 神変会 」第二十二か ら,

一 生の間, 私 は梵 行を行い, 八 斉戒を受持 します/17)

を 引用 してい る。また, このGo-mi律 儀 の名称 は, Sunayasriの 『Upasakasarp-

varastaka-vivarapa』(D. No. 4142, P. No. 5643)に もみ られ る18)。い ずれにせ よ, 

八 斉戒 の理解 としては特異 の ものであ る。

また, 別 解脱律儀 の理解 に関 して, そ れは 「誰 で もこれを受持 した人には, 散

乱心 と無心 とにおいて牽 引 され る時, そ れまでの間, 善 が随行す る相続 として変

ず る殊勝 が生ず るのであつて, 何 で もそれに基づい て,“こ の こと を しません”

との誓 いを念 じ, 禁 止行為 か ら恥を もつて身 ・語 を正 し く制御抑制す ることであ

る」19)と説 明 してい る。そ して, Vaibhasika の無 表(avijnapti)実 体 説を引 き, そ

れ は不合理 であ ると述べてい る。

また, 業 道 について触 れ, 十不 善 業 道 が性 罪(rah-bshin gyi kha-na-ma-tho-

ba)で あ り, 飲 酒 が遮罪(bcas-pahi kha-na-ma-tho-ba)で あ るこ と を説 明 して い

る。

更 に, 臓 悔の儀軌 を述べて, 以 上で“優 婆塞 律儀 の受持の儀 軌 と行”の 説明を

了 る。沙 弥 と比丘の律儀 受持の儀 軌 と行については, 別 に明 らか にす るとして, 

こ ゝでは省かれてい る。

次に, 菩薩律儀 の根本 が菩提 に至 るまで受持 され るべ きであ る三宝帰依で ある

ことを強調す る。 その 際 に, Candrakirti の 『Trisarapa-saptati』(D. No. 3971, P.

No. 5366)の 第 一偶;

優 婆塞は三宝に帰依する, その(三 帰)は, 八律儀の根本である/等 覚者, 法, 僧伽は,

解脱を求める者達の帰依処である〃20)

と, 更 に, 三 十 四, 五 十 一, 五 十 四 ・五, 六 十七偶 を引 い てい る。 また, “帰 依

(Sarapa)”と“ 護持(paritrapa)”の 意味 に つ い て, 『Sutralarpkara』(D. No. 4020,

P. No. 5521)の 「菩提品」 の七, 八 偶;

常に一切の煩悩聚より, すべての悪行と老死より, 仏 は護持する//

す べての災厄 と, 悪趣 と非方便 と, 有身見と小乗とからも(護 持する), そ れ 故に帰依

処の最上のものである//21)

を 引 用 し, この 第八偶について逐語釈 を加 えてい る。そ の内容 は, Sthiramati の

『Satralalpkaravrtti-bhasya』(D. No. 4034, P. No. 5531)の そ れ22)を短 くま と めた

もの ゝ如 くである。
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その後 に, 三 宝 の各 々を勝義 のそれ と世俗言説 のそれ との二面 か ら説明 してい

る。仏 に関 して, 勝 義 のそれ は三身, 世 俗言説 としては仏舎利塔, 仏 像 な どであ

る。法 に関 して, 勝 義 のそれ は浬藥, 世 間言説 としては道(marga), 仏 言, 書 物

であ る。僧 に関 して, 勝 義 のそれ は初地以上 の菩薩 や預流等 の八人, 世 間言説 と

しては(順 解 脱分の者 などの)異 生 の比丘 ・比丘尼 である, と している。 これ ら

は, 供 養 の対象 とい う面 か ら分別 され た ものである。

次いで, 供 養 され るべ き者(daksipiya)と して, 仏 と菩薩 に区別 がない とい う

ことを示すため に, 諸 部派所伝 の聖典本文 を引用 してい るが, そ の部派 名 として,

Mahasahghika (の 『Vidyadhara-pitaka』)を は じめ, Parvasaila(Sar gyi ri la gnas

pa), Haimavata(Gahs. rir gnas pa), Sthavira(vadin)(Gnas-brtan pa), prajnapti

(vadin)(Brtags pa pa), Bahusrutiya(mah-du thos pa), Jetavanlya(Rgyal byed

tshal pa), Sammatiya-kurukulla(Kun gyis bkur ba Kuru-ku-11a)な ど の名 が挙 げ

られてい る。

次に, apatti(堕, 罪)に 関 して説明す る。 そ こで は, 『Siksasamuccaya』(D. No. 

3940, P. No. 5336)23)が 引 用 す る 『Akasagarbha-satra』(D. No. 260, P. No. 926)

に挙 げ られ る二種 のmulapatti (根本罪)24): ksatriya の 五 つ の それ((1) 塔 に所

属 す る物(staupika-vastu)や 僧 伽の物を奪 う, (2) 三 乗 の妙法 を捨 て る, (3) 出

家 を還俗 させ, 打 ち, 獄 に入れ る, (4) 五 無 間業, (5) 十 不 善業道 を行 い, 他 に

行わ しめ る)と, 初業 菩薩(adikarmika-bodhisattva)の 八 つのそれ((1) 大 乗 の教

えに恐れをな し, 無 上正等菩提へ の心 を声聞乗 に廻 らして発心す る, (2) 他 の人

に, “汝 は六波羅 蜜を行ず ることはで きない”等 と云い, “速 やかに声 聞独覚二乗

に発 心せよ”等 と云 うこと, (3) 波 羅 提木叉, 律 儀戒 を守 らず と も発心 して大乗

の経典 を読 めな どとい う, (4) 声 聞 法 を聞 こうと しない, (5) 嫉 妬 心, (6) み だ

りに悲 慰をふ りまわ し, また これ が仏 の悟 りであるな どとい う, (7) 僧 伽 の物 を

奪 うな ど, (8)非 沙 門を沙門, 非 梵行 を梵行 とい う)と の二種 と, 更 に, Candra-

gomin の 『Bodhisattvasarpvaravirp6aka』(D. No. 4081, P. No. 5582)の 六 ・七偶 に

述べ られ る四 つの他勝処法;

(1) 利養や恭敬に対する執着により自讃し殿他する, (2) 苦 しんでいる, 救済する者の

ない人達に, 樫貧の故に法宝を与えない// 他が繊悔しても受け入れない, (3)急 怒心

をもつて他を打つ, (4)大 乗 を捨てて, 妙法に似て顕われる法を説 く//25)

以 上, これ らの五 ・八 ・四 の根本罪 が如何 に して矛盾 がないか, とい うことにつ

いて, Abhayakaraguptaは, pudgala の上 ・中 ・下 の区別 によつて, それ ぞれ,
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四 ・五 ・八 と対応 せ しめ られて罪が区別 され るのであつて, 矛 盾 はない とい 」,

か つ, 「あ る(中)の 人 の罪 は, 他 の(上 ・下 の)人 々のそれ(罪)で もある」 と

付言す る。

最後 に, 『Bodhisattvasarpvaravimsaka』 の第二十偶c-d;

慈悲に基づき, 心善なる者に罪はない//26)

を 引 用 して, た とえ, 四 根 本罪 の第一 である"利 養 と恭敬 に対す る執着 ・食着 に

よつて, 自讃 し殿 他す る"が あつて も, tirthika を推 伏 しようとの欲求, 教 え を

存続 しよ うとす る欲求, そ の方便 によつ て化度 しよ うとの欲求, 不 善 の住処 よ り

立たせ, 善 の住処 に置 こ うとす る欲求 などに基づ くもので あれ ば, 無 罪 である, 

と述 べてい る27)。

ま た, そ の 際に, 「“菩薩 行は無 量であ るが, 心 の浄化 が先決 で ある”, 何 故 な

らばそれがすべての有 情利益の根本で あるか らである」28)とも云 う。

以上 で, “菩 薩律儀 の受持儀軌 と行”の 説 明を 了 る29)。そ し て, この, 慈 悲 持

をつ者が違越 して も無 罪であ るとい うこと, また, そ れ が“有 情 を饒益する”と

い う意味 で, “貧 欲(raga)”の 肯定 に結びつ くことになるが, それ は, こ の 後 の

戒波羅 蜜な どの個所 に と り上げ られ る。
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20a5], [pha 18b4]; G. N. Roerich; The Blue Annals, pt. I. 371, II. 760, 795, 1046

～48。

3) 羽 田野 先 生 は, これ を否 定 され, Maitrl-pa の 孫 弟 子 と され る;「 時 論 タ ン ト ラ 成

立 に関 す る基 本 的 課 題 」, 密 教 文化8, p. 37参 照。

4) 『Taranatha's Edelsteinmine』von A. Grunwedel, S. 109～114。

5) 6atapijaka Series. vol. 239. 『VAJRAVALI』。

6) GOS. vol. CIX。

7) P. Nos. 4906, 17, 46, 54, 60, 5023, 24。 cf. GOS vol. CIX, p. 90

8) 北 京 版 は割 注 を本 文 中 に入 れ て い るの で, 三 百 二 十 八枚 ほ ど に増 え て い る。

9) 東 北 蔵 外, No. 5412, P. No. 6150[6b3-4]。Arya-Vimuktasena: Abhisamayalam-

kara-Vrtti(1), 文 化39, 1-2, pp. 2-3, 参 照。

10) D. [151b3御4], P. [188b5-6]。

11) 「cittotpadaに つ い て」, 印仏 研19. 1参 照。

12) D. [168b1], P. [215a6]。

13) D. [168b3'4], P. [215a8]-[215b2]。
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(99) 『Munimatalarpkara』 に つ い て(磯 田)

14) D. [292a3.4], P. [396b7-8]。

15)『 楼 閣 正 法 甘 露 鼓 経 』 天 息 災 訳, (大 正16, pp. 811b-812c)に あ た る,

16)『Bhavanakrama 初 篇』, Jhanakirti, 『Paramitayana-bhavanakramopadesa』 な ど

と軌 を 一 に す る。

17) D. No. 66[49a6], P.  No. 760. (22)[37a3-4], 「我 常 修 梵 行。 尽 形 持 八 戒 」(大 正

11, p. 496a)。

18) D. [159a2・3], P. [193b6]。 Abhayakaraは, 彼 の 『Bodhisattvasalpvaragrahapa-

vidhi』 に も, Go-miの 名 を 引 い て い る。 この 書 は, 三 帰, 五 戒, 八 斉 戒 と, 前 述 の

菩 薩 律 儀 との 受 戒作 法 の み を ま と めた 小 篇 で あ る。

19) D. [78b1-3], P. [78b1-2]。

20) D. [251a102], P. [291a8]-[291b1]。

21) 『Mahayanasatralalpkara』ed. S. Levi, §IX, bodhyadhikara, pp. 34-35。 D. [8b7]

-[9a2], P. [9b8]-[10a1] 。

22) D. [110a6]-[111a6], P. [124b5]-[125b5]。 『西蔵 文 献 に よ る仏 教 思 想 研 究 』 第 一 号,

pp. 12-130

23) 『Siksasamuccaya』ed. by C. Bendall, pp. 59-64; ed by P. L. Vaidya, pp. 37-39。

D. [38b3]-[42a2], P. E46b8]-[51a3]。 『大 乗 集 菩 薩 学論 』 空 品 第 四, (大 正32, pp. 87a

-88b)。

24)『 虚 空 孕 菩 薩 経 』 巻 下(大 正13, PP. 671c-674b)等。 D. [272b4]-[278b4], P. [287

a5]-[293a1]。

25) D. [166b4-5], P. [192a5-7]。

26) D. [167a5], P. [192b7]。

27) こ の よ うな 思, 弁 は, Bodhibhada の 『Bodhisattvasarpvaravilpsaka-pafijika』(D.

No. 4083, P. No 5584), 更 に, 『喩 伽 師 地論 菩 薩;地』 の 「戒 品」 に み られ る。 こ の こ

と につ い て は羽 田野 先 生 が指 摘 し て お られ る;「 喩 伽 行 派 の菩 薩 戒 を め ぐつ て」, 鈴 木

 学 術 財 団 『研 究 年 報 』14, 参 照。

28) D. [88a6-7], P. [93a3-5]。

29) 「無 上 の 金 剛 薩 唾 の(即 ち真 言 道 の)律 儀 を正 し く 受 持 す る儀 軌 と行 は, 私 が, 

『Amnayama且jari』 と 『Abhayapaddhati』 に お い て 明 ら か に 述 べ た」(D. [89a3-4], 

P. [93b2])と 付 言 して い る。

(昭 和 五 十 年 度 文 部 省 科 学 研 究 費(一 般 研 究D)の 成 果 の一 部)

(東 北 大 学 助 教 授)
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